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知って得する、ちょっと差がつく 

トリビア・コーナー 
 

トリビア研究家 末崎 孝幸 

 

 

末崎 孝幸氏  

1945 年生まれ。1968 年一橋大学商学部卒業、同年日興證券入社。調査部

門、資産運用部門などを経て、日興アセットマネジメント執行役員（調査本部

長）を務める。2004 年に退職。Facebook 上での氏のトリビア投稿は好評を博

している。 

 

 

50 年前、フランスの牡蠣の危機を日本が救った 

 

牡蠣はフランス料理では欠かせない食材だ。そんな牡蠣が 1960 年代の終わりから 1970 年にか

けて、寄生虫などの病気により絶滅の危機に陥った。 

 

その時、フランスの牡蠣のピンチを救ったのが日本だ。1970 年牡蠣が絶滅の危機にあったフラン

スへ宮城県が牡蠣の稚貝を輸出・移植したことで、フランスの牡蠣の生産が回復した。日本の牡

蠣は生命力が強く、フランスにおける牡蠣の病気にも打ち勝つ力を持っていた。それ以来、フラン

スで流通する牡蠣の相当部分は日本由来の牡蠣になったという。 

 

また、2011 年東日本大震災によって宮城県の牡蠣養殖施設が壊滅状態に陥った時には、フラン

スの牡蠣養殖業者たちがかつて日本に助けてもらった恩返しとして、養殖施設の復旧を支援した

という。 

 

ルイ 16 世とロベスピエールの因縁 

 

1775 年フランス国王ルイ 16 世と王妃マリー・アントワネットは、リセ・ルイ＝ル＝グラン（ルイ大王

学院）を訪問した。学院では学生から選ばれた代表が、ラテン語で詩を朗読しルイ 16 世の戴冠の

お祝いと歓迎の意を表した。このとき選ばれたのがロベスピエールで当時 17 歳の学生だった。ロ
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ベスピエールは健気にも国王へ尊敬の念をこめて詩を読みあげた。国王は着飾った姿で馬車に

乗ったまま、儀礼的に詩を聞いていた。 

 

それから 17 年後、フランス革命の真っただ中、ルイ 16 世は国民の敵として裁判を受けることにな

った。そして、ルイ 16 世に対して死刑を求刑したのが革命の指導者ロベスピエールだった。国王

の前で詩を朗読したあの少年だ。ロベスピエールは国民の英雄となり、国王は死刑を宣告され

た。ロベスピエールと死刑を宣告された国王、二人の立場は大きく逆転していたのである。 

 

（追記）国王処刑後、ロベスピエールはジロンド派を粛清、恐怖政治を導入するも、1794 年テルミド

ール 9 日のクーデターによって処刑される（36 歳） 

 

 

九十九里浜 

 

 九十九里浜は千葉県東部の刑部岬から太東崎に及ぶ

日本最大級の砂浜海岸。日本の渚百選に選定されてい

る。しかし、実際の距離は 17 里余である。なぜ九十九里

浜と呼ばれているのだろうか。 

 

 平安末期の 1180 年、石橋山の合戦に敗れ房総半島

に逃れた源頼朝は、家臣に命じて太東岬から 1 里ごとに

矢を立てさせた。そして 99 本目で刑部岬に達したという

言い伝えから「九十九里浜」といわれるようになったので

ある。1 里は約 3.9ｋｍなので、約 66ｋｍになる。 

 

 

月並み 

 

 「月並み」は、元々「毎月決まって行うこと」を示す言葉で、そこから和歌や俳句などの毎月の例

会を「月並みの会」と言うようになった。 

 

 この「月並み」が平凡でつまらないことを意味するようなったのは、俳句を革新した正岡子規が旧

態依然としたそれまでの俳句を「月並み俳諧」と批判したことからだ。 

 

 俳句の毎月の例会（月並み）は、俗受けをねらったものや言回しの工夫が多く、感動の少ない平

凡な作品ばかりとする正岡子規の指摘が現在の意味につながり、ごく平凡なことを意味するように
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なったのである。さらに、子規は松尾芭蕉の詩情を高く評価する一方、江戸期の文献を調べ与謝

蕪村のように忘れられていた俳人を発掘している。明治 35 年没（享年 34）。 

 

 

広島市が首都になったことがある 

 

 大本営は明治 26 年 5 月大本営条例によって法制化された制度だが、これが初めて設置された

のは明治 27 年 6 月だった。同年 8 月に日清戦争が始まったことから 9 月に大本営は宮中から広

島市に移転した（戦争指揮のため、明治天皇が移られた）。これは東京を起点とする鉄道網の西

端が広島であったこと、また大型船が運用できる港も広島（当時は宇品港）にあったためだ。 

 

 明治天皇は下関条約調印後の明治 28 年 5 月末まで広島で指揮を執った後、東京に還幸した。

これによって広島市は明治 27 年 9 月から翌年 5 月までの 9 か月間、臨時首都機能を担ったので

ある。これは明治維新以降、首都機能が東京から離れた唯一の事例である。 

 

 

四角いオリンピックメダル 

 

オリンピックメダルといえば丸い形のメダルを思い浮かべるが、過

去には四角い形をしたメダルもあった。 

 

それは、1900 年（明治 33 年）にパリで開催された第 2 回オリンピッ

クで、そのパリオリンピックのメダルは丸い形ではなく写真のように

四角い形をしていた。四角いメダルは今までにこの大会だけであ

る。なお、この大会の参加国は 13、参加人数は 1225 人だった。 

 

また、この年はパリで 5 回目となる国際博覧会が開催されている。

この万博には日本も出展しており、日本のメインパビリオンでは大

規模な展示が行われ、日本が海外において美術品を大規模に展

示するのは初めてのことだった。 

 

 


